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膵臓β細胞の再生と糖代謝制御メカニズムの解明

研究概要 アピールポイント

　ヒトや哺乳類の血糖値は、食事やストレスなどの外的要因によって大き
く変動しますが、体内では複数のホルモンがこれを調節し、一定範囲内に
維持しています。食後に血糖値が急上昇すると、膵臓のβ細胞からインス

リンが分泌され、血糖値を下げます。しかし、β細胞の機能低下や数の減
少によりインスリンが不足すると、高血糖が生じ、糖尿病を引き起こしま
す。β細胞はインスリンを産生・分泌する唯一の細胞であり、糖尿病に深く
関わる重要な存在です。
　私達は糖尿病モデルマウスを確立し、それを活用して「体内でのβ細胞の
再生・増殖による根本的な治療」を目指した研究に取り組んでいます。ま
た、ホルモン、栄養素、薬剤、化合物など、多角的な視点から糖の恒常性
を維持する制御因子とそのメカニズムの解明を進めています。これらのメ
カニズムを解明することで、糖尿病の治療および予防に向けた新たな創
薬標的の発見を目指しています。
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1. β細胞の幹細胞の発見

膵臓の膵管上皮にβ細胞へ分化する組織幹細胞が存在し、一部のβ細胞が
新生して膵島に供給されることを明らかにしました。

2. β細胞の再生能力と糖尿病の回復を実証

従来、β細胞は一度破壊されると再生が困難な脆弱な細胞と考えられてき
ました。しかし、重度の糖尿病マウスを用いた研究により、特定の条件
下でβ細胞が刺激に応じて増殖し、糖尿病と糖尿病性腎症の回復が可能で
あることを実証しました。

3. 体内でのβ細胞増殖の研究

β細胞の減少は糖尿病の発症につながります。私たちは、β細胞喪失の原

因を解明するとともに、β細胞の増殖を促進する遺伝子を発見し、そのメ

カニズムの研究を進めています。この研究は、β細胞を補充する新たなア
プローチとして期待されます。

4. 進行性糖尿病性腎症モデルマウスの創出
非常に希少な進行性糖尿病性腎症モデルマウスを創出・確立し、このモ
デルを活用して病態や疾患のメカニズム解明に取り組んでいます。

5.糖代謝における栄養素の新規機能の研究
栄養素が糖代謝に与える新たな機能やメカニズムの解明に取り組んでい
ます。
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